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対馬はツシマヤマネコに代表される希少な動植物の生息地域であると共に諸外国との文化

交流の面でもその特異性が知られている。市では広く研究者を受け入れてフィールド研究

の推進をサポートしている。本発表では、対馬の魅力を多くの研究者や観光客に伝えるため

のフィールドガイド装置の制作とその成果を報告する。3D プリンターで作成した対馬市下

島に様々な映像を投影し、立体的に地理的特性や自然環境を提示した。また、地域資源を活

かした観光ツアーの提示などを行った。 

 


